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北アルプス 栂池高原山スキー Ｎｏ.１７２ 

 

恩田からスキーを道具とした春山をやってみようと誘われ、この山行が実現した。 

何とこの山行のメモには、新宿駅を出発したことしか書かれていない。 

これ以降のことについては 38 年前の記憶をたどって、断片的に書き記すことにする。 

 

昭和４７年５月１３日 

22 時 30 分発急行アルプス 9 号で出発。 

恩田は山スキーを持参、私は山スキーを持っていなかったので貰い物の「カンダハー」のスキー。 

 

昭和４７年５月１４日 

下車したのは信濃森上駅だったか白馬大池だったか？ 

この日は栂池にある農文協の栂池山の家に宿泊。 

会社の元同僚のＫさんという人が、退職・転職してこの山の家の管理人をしているということから、 

この宿に泊まることになった。彼は信州大学スキー部のＯＢでこの道の草分け。 

 

昭和４７年５月１５日 

栂池高原から天狗原・小蓮華あたりを目指したような気がする。 

 

昭和４７年５月１６日 

登山の記憶というものは、素晴らしい景観が得られた場合や激しい気象条件に翻弄された場合にはかなり具

体的に残っているものだが、この旅については紐解いても特にそのような記憶が見えてこない。 

ということはそのいずれでもなかったということだろうか。 

とは言え、深い雪と雨とに阻まれて難渋した記憶だけは残っている。 

以上 

 

栂池はまだ未開発なエリアだったように覚えている。 

この地図（五万分の一）をスキーリゾート地と化した現在の地図と見比べてみるのも面白いかもしれない。 

 

 


